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法を用いて､ ポ リアセチ レンのバイエルス歪みが捨子上不純物 に対 して安定であ
るか どうかを､ 実験的側面か ら調べ た｡
ポ リアセチ レンに〟~ビームを照射すると､ 〟~はC原子核 と複合核を形成し､
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約 2〟secの寿 命 め間 は 3価 の不純 物 を つJくる｡ この と きめ不純 物 効果 は､ JL一自
身 をプ ロ ｢プ として~FL-SR法 によ り議 論 で きる｡ 測 定 の結 果､ 室 温 の･トランス型
ポ リアセ チ レンの jL-SRは､ フ リーな IL~の 位 置 か ら低 磁 場側 へ シ フ トしてい る
こ とが 見 出 され た｡ そ れー に対 しシス型 で は有 意 な シフ トは 見 られ な か った｡ また､
トラ ンス型 を窒素 温 度 まで の 低温域 で 測 定 した ところ､ 定 性 的 には低温側で 〟-S
Rの シフ トが 減少 ･消 滅 す る傾 向 を得 た｡
室 温 の トラ ンス型 の 〟~SRの シフ トの原 因 と して は､ 格子 上 不 純物がバイエ ル
ス歪 み を乱 してKnightShift的 な現象 が 生 じた可 能性 を考 え られ る｡ トラ ンス型
･シ ス型 間 の差異 は､ 歪み 甲 安 定性 の違 い と して解釈 で きる｡ また トラ ンス型 の
〟~SRの温 厚依存 性 の解 釈 と しては､ 室温 で格 子上 不 純 物 の ため に乱 されていた











b吐weentheamplifierard abso血 rdyTnmics. PyrnmicalprofXBrtiesoftnth
mediacriticallyinfluencethetempralfQSpulsestmctures.
Several types of instability in passive Q-switching and optical
blstabilityareobservedinanumberoflaserlinesinanN20laserwith
intracavitysaturableabsortnrs_suchasSF6,C2H4,NH3,C2H3C1,ard ∝12F2･
Observationofcl迫OticPQSisachievedinalimited regionofthe石arameters
ofthelaserwithasahuableabsortxer(absorptioncoefficient, relaxation
rate,andpumpingrateetc.). Thefeaturesof芦ri⊂d-doublingbifurcation,
cbos′ard peridicwindowareobsen柁dforthefirsttimeinanN20laser
usingNH3aSaSaturableabso血 r･
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